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ＪＡえんゆう広報誌
　

組
合
員
の
皆
様
、
並
び
に
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
と
共
に
希
望

に
満
ち
た
新
年
を
、
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
返
り
ま
す
と
、
七
月
に
参
議
院
議

員
選
挙
で
道
内
か
ら
農
業
者
代
表
と
し
て
、
東

野
秀
樹
議
員
を
国
政
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
、

十
月
に
は
日
本
憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
大
臣

が
誕
生
し
、
特
に
若
年
層
の
国
民
か
ら
は
政
治

へ
の
関
心
と
、
改
革
へ
の
期
待
感
か
ら
支
持
率

が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
天
候
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夏
の
平
均

気
温
を
三
年
連
続
で
更
新
し
、
最
高
気
温
も
記

録
更
新
し
、
最
も
暑
い
夏
・
災
害
級
の
猛
暑
と

な
り
、
秋
に
な
っ
て
も
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。

道
内
の
天
候
に
つ
き
ま
し
て
も
同
様
で
、
気
温

30
度
以
上
の
真
夏
日
を
35
日
観
測
し
て
記
録
更

新
と
な
り
、
太
平
洋
側
地
域
で
は
初
め
て
の
線

状
降
水
帯
が
発
生
し
、
天
候
の
変
化
を
実
感
す

る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
地
域
の
天
候
は
、
積
雪
の
少
な
い
冬
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
三
月
中
旬
に
吹
雪
、
四
月
に

入
っ
て
も
積
雪
や
ま
と
ま
っ
た
雨
で
圃
場
が
乾

か
ず
、
玉
葱
移
植
作
業
は
例
年
よ
り
も
遅
い
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、
末
に
も
積
雪
が
あ
り
作
業
は

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
は
雨
が

少
な
く
、
中
旬
以
後
気
温
は
夏
日
と
言
わ
れ
る

日
を
超
え
る
日
も
多
く
、
六
月
は
前
半
に
ま
と

ま
っ
た
雨
が
あ
り
そ
の
後
気
温
は
上
昇
し
、
夏

日
は
二
十
日
間
、
う
ち
30
℃
超
え
の
真
夏
日
は

五
日
間
と
、
早
く
も
猛
暑
の
予
感
の
月
と
な
り

ま
し
た
。
七
月
は
本
格
的
な
猛
暑
で
、
真
夏
日

は
十
三
日
間
、
猛
暑
日
は
五
日
間
も
あ
り
、
最

高
気
温
の
記
録
更
新
が
続
い
た
高
温
干
ば
つ
の

七
月
で
し
た
。
八
月
は
強
い
雨
が
多
く
気
温
は

高
く
、
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
気
候
と
な
り
、
作
物

へ
の
雨
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
遅
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
九
月
も
平
年
よ
り
気
温
は
高
く
、

雷
雨
も
あ
り
収
穫
作
業
は
足
止
め
さ
れ
る
事
も

あ
り
ま
し
た
。
十
月
は
初
旬
ま
で
は
暖
か
く
、

下
旬
に
は
気
温
は
下
が
り
初
雪
も
観
測
さ
れ
ま

し
た
。
十
一
月
に
な
っ
て
も
二
桁
気
温
が
続
く

組
合
長
新
年
の
ご
挨
拶

謹
賀
新
年

令
和
八
年　

元
旦

え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　

関
口　

哲
治

代
表
理
事
専
務　

松
浦　

健
治

　
　

理　
　
　

事　

箭
内　

秀
幸

〃　
　
　

八
巻　

武
則

〃　
　
　

高
橋　

敬
貴

〃　
　
　

横
尾　

俊
雄

〃　
　
　

情
野　
　

修

〃　
　
　

岡
村　

英
巳

〃　
　
　

城
岡　

和
浩

〃　
　
　

菅
井　

美
徳

〃　
　
　

齊
藤　

範
幸

え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

関　

口　

哲　

治

❖今月の主な記事❖
◎新年のご挨拶

　えんゆう農業協同組合

　　　代表理事組合長　関口　哲治…２

　網走農業改良普及センター遠軽支所

　　　　　　　支所長　花岡　伸光…４

　北海道農業協同組合中央会

　　　　代表理事会長　樽井　　功…５

　ＪＡえんゆう青年部

　　　　　　　　部長　城岡　拓磨

　ＪＡえんゆう女性部

　　　　　　　　部長　花木　寿栄…６

◎第28回オホーツクＪＡ女性部大会・家の光大会

◎第２回フレッシュミズ合同研修会…７

◎第74回全道ＪＡ青年部大会

◎視察研修に行ってきました

◎ＪＡえんゆう酪農専門部視察研修……８

◎勉強会を開催しました

◎一日皆貯金週間ご来店ありがとうございました！

　抽選会開催……………………………９

◎～えんゆう農協年金友の会～

　「温泉保養」が行われました

◎マネロン・金融犯罪対策への取組強化について…10

◎金融犯罪の減らし方……………………11

◎ミルクレシピ…………………………12

◎第21回じゃがリンピック ®…………13
◎令和８年度営農計画作成支援日程…14

理事会のあらまし

まちがい探し＆当選者発表

読者の声・占いは

お休みいたします。
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日
も
あ
り
、
冬
の
始
ま
り
の
月
と
し
て
は
平
年

よ
り
も
暖
か
く
、
最
後
の
畑
作
業
は
滞
り
な
く

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
重
要
な
生
育
時
期
に
災

害
級
の
猛
暑
日
が
連
続
し
、
そ
の
影
響
を
最
小

限
に
留
め
、
無
事
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
た
組
合

員
皆
様
の
肥
培
管
理
技
術
に
、
敬
意
を
表
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

畑
作
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
月
の
播

種
・
移
植
後
か
ら
日
照
時
間
に
は
恵
ま
れ
、
六

月
中
旬
ま
で
は
極
め
て
順
調
な
生
育
を
見
せ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
干
ば
つ
と
連
日
の
猛

暑
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
作
物
が
影
響
を
受
け
、

平
年
割
れ
の
収
量
で
あ
り
ま
し
た
。
小
麦
は
、

六
月
下
旬
か
ら
の
高
温
に
よ
り
登
熟
期
間
が
平

年
よ
り
短
く
細
麦
傾
向
が
目
立
ち
ま
し
た
。
玉

葱
は
、
七
月
猛
暑
に
よ
り
晩
生
種
の
茎
葉
倒
伏

が
早
ま
り
、
球
肥
大
が
緩
慢
に
な
り
ま
し
た
、

全
道
的
に
も
小
玉
主
流
の
傾
向
は
強
く
、
販
売

初
期
か
ら
高
値
取
引
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

甜
菜
は
、
七
月
の
高
温
の
影
響
で
糖
分
は
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。
平
均
反
収
で
は
、
小
麦
計

画
８
俵
に
対
し
７
．
４
俵
、
玉
葱
計
画
５
．
８

㌧
に
対
し
て
５
．
２
㌧
、
甜
菜
計
画
５
．
３
㌧

に
対
し
て
５
．
５
㌧
平
均
糖
度
15
．
８
度
、
加

工
馬
鈴
薯
計
画
３
㌧
に
対
し
て
３
．
２
㌧
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
計
画
７
５
０
㎏
に
対
し
て
５
９
３

㎏
、
大
豆
計
画
４
俵
に
対
し
て
５
．
７
俵
、
加

工
用
南
瓜
計
画
１
．
５
㌧
に
対
し
て
１
．
７
㌧
、

そ
の
他
立
茎
ア
ス
パ
ラ
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・

青
し
そ
は
概
ね
計
画
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
Ｊ
Ａ
の

乳
価
は
加
工
原
料
乳
補
給
金
等
を
含
め
税
込
み

１
２
７
．
１
４
円
（
前
年
比
３
．
４
３
円
高
）、

十
一
月
末
出
荷
乳
量
が
前
年
比
１
０
１
．
１
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
年
度
か
ら
令
和
九
年

ま
で
の
三
か
年
「
酪
農
生
産
基
盤
安
定
対
策
」

と
称
し
た
第
三
期
意
向
生
産
対
策
下
の
生
産
抑

制
を
踏
ま
え
、
生
産
基
盤
の
回
復
を
は
か
り
生

乳
の
安
定
供
給
と
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
期
間
内
は
目
的
・
目
標
数
量

設
定
の
考
え
方
、
拠
出
事
業
の
取
り
進
め
方
等

は
変
更
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
た
対
策
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
乳
価
は
二
度

の
期
中
改
定
（
六
月
取
引
分
よ
り
乳
製
品
向
け

全
用
途
㎏
あ
た
り
三
円
引
き
上
げ
、
且
つ
需
要

が
堅
調
な
バ
タ
ー
生
ク
リ
ー
ム
向
等
乳
脂
肪
分

が
七
円
上
乗
せ
さ
れ
た
十
円
値
上
。
八
月
取
引

分
よ
り
飲
用
等
向
乳
価
が
四
円
引
き
上
げ
）
に

よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
で
酪
農
経
営

が
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
中
、
所
得
確
保
に
向
け

改
善
さ
れ
た
生
乳
生
産
環
境
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
令
和
七
年
度
特
に
夏
季
間
に
お
い
て
都
府

県
の
生
乳
生
産
量
が
想
定
よ
り
上
振
れ
し
、
需

給
が
緩
和
基
調
で
推
移
す
る
下
で
飲
用
向
け
需

要
が
上
向
か
ず
、
結
果
加
工
向
け
と
な
り
脱
脂

粉
乳
は
高
い
在
庫
状
況
で
あ
り
、
期
末
に
向
け
、

酪
農
乳
業
界
を
挙
げ
て
需
給
安
定
に
向
け
た
特

別
事
業
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
個
体
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
価
格
変
動

幅
も
少
な
い
年
で
あ
り
、
全
畜
品
に
お
い
て
五

月
よ
り
前
年
同
月
比
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、

重
要
な
収
入
源
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
ま

す
と
ま
だ
ま
だ
安
い
相
場
で
あ
り
ま
し
た
。
粗

飼
料
の
生
産
状
況
は
、
一
番
牧
草
は
節
間
伸
長

期
に
雨
が
あ
り
質
・
量
と
も
に
豊
作
で
し
た
が
、

二
番
牧
草
は
干
ば
つ
高
温
と
重
な
り
平
年
の
半

分
以
下
の
収
量
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ン

ト
コ
ー
ン
は
生
育
期
間
を
通
し
て
高
温
で
あ
っ

た
こ
と
で
、
出
穂
期
が
平
年
よ
り
早
ま
り
節
間

伸
長
の
鈍
化
も
早
ま
っ
た
こ
と
で
稈
長
は
平
年

以
下
で
、
収
量
は
一
割
ほ
ど
の
減
収
と
な
り
ま

し
た
。

　

農
業
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
食
料

・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
関

し
て
は
、
国
民
の
食
料
の
安
定
供
給
に
向
け
た

農
業
生
産
の
増
大
と
合
理
的
な
価
格
形
成
が
明

文
化
さ
れ
、
価
格
形
成
に
つ
い
て
は
現
在
も
議

論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
令
和
八

年
は
、
畑
作
物
の
直
接
払
い
交
付
金
の
見
直
し

年
に
な
っ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
小
麦
の
交
付

金
単
価
は
下
が
り
ま
す
が
、
令
和
九
年
に
生
産

費
上
昇
を
反
映
で
き
る
よ
う
算
定
方
法
を
初
め

て
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
調

査
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
農
業
経
営

体
は
五
年
前
の
前
回
調
査
よ
り
23
％
減
少
の
82

万
8
千
経
営
体
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢

化
と
生
産
費
の
高
騰
が
要
因
と
の
こ
と
で
す
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
農
業
政
策
は
、
単
発
的
な

政
策
か
ら
継
続
的
な
政
策
に
移
行
す
る
様
相
に

な
り
ま
し
た
が
、
十
分
な
所
得
に
は
ま
だ
ま
だ

遠
い
状
況
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
系
統
連
合
会
・
Ｊ
Ａ

組
合
長
会
が
先
頭
と
な
っ
て
、
全
力
で
政
策
要

請
運
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の
干
支
は
丙

ひ
の
え
う
ま午

で
す
。「
丙
」
は
陽
の
火
を
、「
午
」
は
勢
い
と

前
進
を
象
徴
し
、
情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

物
事
が
大
き
く
動
き
出
す
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
力
を
発
揮
し
、
果
敢

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
飛
躍
の
機
会
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
年
に
な
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
謂
れ
に
あ
や
か
り
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

災
害
無
く
、
豊
穣
の
実
り
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
、
そ
し
て
農
業
情
勢
が
好
転
し
、
組
合
員
ご

家
族
の
皆
様
の
ご
健
康
と
家
内
安
全
、
そ
し
て

絶
対
無
事
故
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
人
兼
務
理
事
（
参
事
）

城
岡　

克
利

　

　

　

　
　

（
信
用
担
当
）

　

天
野　

英
紀

代

表

監

事　

高
橋　
　

淳

常

勤

監

事　

馬
場　

秀
人

　
　

監　
　
　

事　

岡
村　

貴
幸

〃　
　
　

秋
葉　

宏
之

職

員

一

同

酪
農
専
門
部
会

　
　

部　

会　

長　

緑
川　

将
仁

　
　

副

部

会

長　

名
取　

浩
二

〃　
　
　

花
木　

清
範

〃　
　
　

吉
田　

義
巳

〃　
　
　

西
塚　

仁
志

ビ
ー
ト
専
門
部
会

　
　

部　

会　

長　

工
藤　

茂
樹

　
　

副

部

会

長　

相
田　

幸
博

〃　
　
　

板
垣　

亮
司

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
専
門
部
会

　
　

部　

会　

長　

平
野　

俊
幸

　
　

副

部

会

長　

平
野　

寿
雄

〃　
　
　

山
田　
　

忍
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
者
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
農
業
改
良
普
及
事
業
の
推
進
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
気
象
経
過
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
３
月
の
気
温
は
平
年
並
か
ら
や
や
高

く
、
積
雪
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
。
３

月
中
旬
の
降
雪
に
よ
り
、
融
雪
期
は
平
年
よ

り
や
や
遅
く
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
気
温
は

平
年
よ
り
低
い
時
期
は
わ
ず
か
で
、
全
般
的

に
高
く
推
移
し
、
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
積

算
気
温
お
よ
び
積
算
日
照
時
間
は
平
年
を
上

回
り
ま
し
た
。
降
水
量
は
周
期
的
、
か
つ
７

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が

あ
っ
た
も
の
の
、
積
算
降
水
量
は
平
年
を
下

回
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
地
域
の
農
作
物
の
生
育
状

況
を
振
り
返
り
ま
す
と
秋
ま
き
小
麦
は
、
融

雪
期
の
遅
れ
に
よ
り
、
起
生
期
お
よ
び
幼
穂

形
成
期
は
遅
れ
ま
し
た
。
気
温
が
高
く
推
移

し
た
こ
と
で
、
出
穂
期
か
ら
成
熟
期
は
平
年

並
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
作
業
は
平
年
よ
り

早
く
始
ま
り
、
早
く
終
了
し
ま
し
た
。
子
実

収
量
は
平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

縞
萎
縮
病
や
雪
腐
病
の
発
生
が
散
見
さ
れ
、

一
部
地
域
で
赤
さ
び
病
の
発
生
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

て
ん
さ
い
の
移
植
作
業
は
、
平
年
並
に
終

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
直
播
栽
培
の
は
種
期

は
や
や
遅
れ
た
も
の
の
、
は
種
終
は
平
年
並

と
な
り
出
芽
は
良
好
で
し
た
。
そ
の
後
の
生

育
は
平
年
並
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
７
月
上

中
旬
の
高
温
少
雨
に
よ
り
葉
の
萎
れ
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
収
穫
作
業
は
平
年
並
に
終
了
し

ま
し
た
。
根
重
は
低
か
っ
た
も
の
の
、
糖
分

は
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
褐
斑
病
の
発
生

量
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。

　

た
ま
ね
ぎ
は
、
移
植
作
業
が
平
年
並
に
終

了
し
、
活
着
は
良
好
で
し
た
。
気
温
が
高
く

推
移
し
た
こ
と
で
、
球
肥
大
期
、
倒
伏
期
は

平
年
よ
り
や
や
早
く
、
根
切
期
お
よ
び
収
穫

も
や
や
早
く
な
り
ま
し
た
。

　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
は
種
作
業
は
、

や
や
早
く
終
了
し
、
出
芽
期
は
平
年
並
で
し

た
が
、
５
月
中
旬
の
少
雨
に
よ
り
出
芽
不
良

や
欠
株
が
や
や
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
６
月

は
好
天
に
よ
り
生
育
は
旺
盛
で
し
た
が
、
そ

の
後
の
少
雨
で
７
月
上
中
旬
に
は
葉
巻
症
状

が
み
ら
れ
草
丈
の
伸
長
は
鈍
く
な
り
ま
し
た
。

高
温
で
推
移
し
た
こ
と
で
乳
熟
期
、
糊
熟
期
、

黄
熟
期
と
も
に
平
年
よ
り
も
大
幅
に
早
ま
り

ま
し
た
。
収
穫
作
業
は
平
年
よ
り
早
く
終
了

し
ま
し
た
。
生
収
量
は
平
年
並
で
し
た
が
、

Ｔ
Ｄ
Ｎ
収
量
は
平
年
を
や
や
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

牧
草
（
一
番
草
）
の
生
育
は
萌
芽
が
早
く
、

４
月
下
旬
の
降
雪
で
生
育
は
一
時
的
に
停
滞

し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
高
温
に
よ
り
、
草

丈
の
伸
長
は
旺
盛
と
な
り
、
出
穂
は
平
年
並

と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
作
業
は
出
穂
と
ほ
ぼ

同
時
に
始
ま
り
、
平
年
よ
り
早
く
終
了
し
ま

し
た
。
収
量
は
一
番
草
で
は
平
年
を
上
回
り
、

二
番
草
は
平
年
並
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
ま
く
情
勢
は
、
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
８
年
に
は
第
７
期

北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
推
進
計
画
の
策
定

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
計
画
は
、
第
６

期
計
画
（
令
和
３
～
７
年
）
に
お
け
る
「
め

ざ
す
姿
」
か
ら
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮

し
、「
め
ざ
す
姿
」
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
い
、

お
お
む
ね
10
年
後
の
農
業
・
農
村
の
目
指
す

将
来
像
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
当
面
の
施
策
の
展
開
方
向
を
示
し
、
地

域
の
実
状
に
即
し
た
主
体
的
な
取
組
を
行
う

際
に
参
考
と
す
る
も
の
で
す
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
「
め
ざ
す

姿
」
の
実
現
に
向
け
、
農
業
者
や
関
係
機
関

の
皆
様
と
連
携
し
、
担
い
手
の
育
成
、
経
営

の
安
定
と
地
域
農
業
振
興
に
向
け
た
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
の
豊
穣
の
秋

と
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

玉
葱
専
門
部
会

　
　

部　

会　

長　

三
品　

雅
敏

　
　

副

部

会

長　

宍
戸　

宏
光

〃　
　
　

髙
嶋　

慎
一

小
麦
専
門
部
会

　
　

部　

会　

長　

中
川　

悠
一

　
　

副

部

会

長　

前
島　

英
樹

〃　
　
　

三
品　

義
和

特
作
専
門
部
会

　
　

部　

会　

長　

八
巻　

賢
一

　
　

副

部

会

長　

高
柳　

仁
志

え
ん
ゆ
う
農
協
青
年
部

　
　

部　
　
　

長　

城
岡　

拓
磨

　
　

副　

部　

長　

高
橋　

成
伍　

〃　
　
　

渡
辺　
　

輝

え
ん
ゆ
う
農
協
女
性
部

　
　

部　
　
　

長　

花
木　

寿
栄

　
　

副　

部　

長　

井
上　

直
美

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
遠
軽
支
所　

支
所
長　

花　

岡　

伸　

光
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々

営
農
に
更
に
邁
進
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
が
一
丸

と
な
り
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
社
会
の
発

展
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
尽
力
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
北
海
道
農
業
に
つ
い
て
は
、
春
先

か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
各
作
物
の
生
育
は
全

般
的
に
平
年
よ
り
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
道
内
の
広
範
囲
に
お
い
て
被
害

が
発
生
し
た
夏
場
の
記
録
的
な
豪
雨
や
干
ば

つ
に
よ
り
各
作
物
等
の
収
量
お
よ
び
品
質
に

影
響
が
出
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
気
候
変
動
等
に
よ
る
自
然
災
害
の

多
発
や
栽
培
適
地
の
変
化
、
円
安
基
調
の
継

続
や
国
際
紛
争
等
に
起
因
す
る
資
材
価
格
の

高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
お
り
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
昨
年
７
月
に
実
施

さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
組
合

員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
全
国
農
業
者

農
政
運
動
組
織
連
盟
が
推
薦
し
た
東
野
ひ
で

き
氏
を
国
政
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
一
歩
を
重
要
な
礎
と
し
、
改
正
基
本

法
に
よ
り
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
、
国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保
障
の
確

保
や
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム

の
実
現
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立

に
向
け
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
の
声
を
国
政
に

届
け
る
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
今
後
と
も
組

合
員
と
の
対
話
活
動
を
一
層
強
化
し
、
協
同

組
合
の
理
念
と
精
神
を
組
織
結
集
力
に
つ
な

げ
、
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、

「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
社
会
」
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
午
年
で
す
。

午
年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
行
動
力
が
高
ま
り
、

挑
戦
や
成
長
の
機
会
が
得
ら
れ
る
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
謂
わ
れ
に
あ
や
か
り
、
本

年
が
北
海
道
農
業
の
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な

る
こ
と
と
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会　

代
表
理
事
会
長　

樽󠄀　

井　
　
　

功
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
8
年
の
新
春
を
迎
え
、
農
業

関
係
者
並
び
に
青
年
部
部
員
の
皆
様
に
は

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
参
院
選
比
例
代
表
で
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
組
織
内
候
補
と
し
て
、
全
国

農
政
連
が
推
薦
し
た
自
民
党
新
人
の
東
野

秀
樹
氏
が
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
自
民
党

に
政
治
資
金
問
題
な
ど
の
影
響
で
、
逆
風

が
吹
き
荒
れ
る
中
で
の
ご
当
選
は
、
近
年
、

肥
料
や
資
材
な
ど
の
相
次
ぐ
値
上
げ
な
ど

で
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
農
業
者
や
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
が
一
致
団
結
し
た
こ
と
が
、
大

き
な
要
因
だ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
米
の
価
格
高
騰
を
抑
え
る
た

め
に
政
府
が
備
蓄
米
の
放
出
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
で
、
依
然
と

し
て
米
の
価
格
は
高
止
ま
り
の
傾
向
で
あ

っ
た
り
、
全
国
的
に
相
次
ぐ
熊
の
出
没
や

被
害
が
発
生
し
て
い
た
り
、
日
本
国
外
で

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
争
が
未

だ
に
続
い
て
い
て
、
不
安
定
な
世
界
情
勢

に
よ
る
影
響
が
私
た
ち
の
生
活
に
も
暗
い

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

え
ん
ゆ
う
農
協
組
合
員
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
畑
作
は
、
6
、
７
月
の
極
端
な
高

温
や
干
ば
つ
に
よ
る
影
響
で
、
ど
の
作
物

も
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
酪
農
は
、
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇
を
転
嫁
す
る
た
め
に
乳
価

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
い

う
こ
と
を
耳
に
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
青
年
部
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
昨

年
4
月
に
開
校
し
た
上
湧
別
学
園
の
児
童

を
対
象
に
し
た
子
牛
の
哺
乳
体
験
事
業
や

天
使
大
学
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
実
施
し

た
援
農
体
験
事
業
、
青
年
部
部
員
が
農
協

職
員
や
湧
別
町
役
場
の
職
員
と
実
施
し
た

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
青
年
部
活
動
の
み
な
ら
ず
、

湧
別
町
が
主
催
す
る
数
多
く
の
事
業
に
参

画
し
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
次
年
度
も
昨
今
、
希
薄
に
な
り
つ

つ
あ
る
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
、
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
青
年
部
活
動
を

続
け
る
に
あ
た
り
、
関
係
機
関
各
位
、
並

び
に
青
年
部
部
員
各
位
の
一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青
年
部

部
長　

城　

岡　

拓　

磨

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
8
年
の
新
春
を
迎
え
、
女
性
部
の

皆
様
に
は
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
女
性
部
活
動
に
対
し
ま
し

て
農
協
を
は
じ
め
、
各
農
業
機
関
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
女
性
部
と
し
て
様
々
な
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
部
員
と
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
女
性
部
な
ら
で
は
の
視
点
を
活

か
し
た
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

部
員
の
皆
様
が
充
実
し
た
一
年
を
過
ご

せ
る
よ
う
女
性
部
一
同
、
精
一
杯
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部

部
長　

花　

木　

寿　

栄
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12
月
2
日
～
３
日
に
オ
ホ
ー
ツ
ク

J
A
B
ld
g
.

で
第
28
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性

部
大
会
・
家
の
光
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
女
性
部
か
ら
は
部
員
10
名
が
本
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
家
の
光
記
事

活
用
体
験
発
表
」
が
当
た
っ
て
お
り
、
花
木

寿
栄
部
長
が
発
表
を
行
い
、
と
て
も
聞
き
や

す
い
発
表
を
さ
れ
、
部
員
か
ら
は
と
て
も
好

評
で
し
た
。
そ
の
後
、
料
理
人
の
下
國
伸
さ

ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
参
加
部
員
か
ら
、

レ
シ
ピ
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
声
に
も
す

ぐ
に
答
え
ら
れ
て
お
り
、
部
員
は
レ
シ
ピ
を

聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
一
生
懸
命
メ
モ
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
下
國
さ
ん
は
「
地
産

地
消
」
へ
強
い
思
い
が
あ
り
、
講
演
を
聴
き
、

日
常
生
活
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
学
び
を

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
部

員
同
士
多
く
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
初
の
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
マ
ル
シ

ェ
in
北
見
」
が
開
催
さ
れ
、
当
女
性
部
の
ブ

ー
ス
に
各
単
組
の
女
性
部
員
や
一
般
の
お
客

様
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
事
完
売
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
日
間
、
部
員
同
士
や
各
単
組
と
の
交
流

も
深
ま
り
、
充
実
し
た
2
日
間
と
な
り
ま
し

た
。

第
28
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
会
・
家
の
光
大
会

　

12
月
8
日
に
遠
軽
町
芸
術
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
（
メ
ト
ロ
プ
ラ
ザ
）
で
第
2
回

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
合
同
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
生
田
原
地
区
の
柳
田
舞
美
さ

ん
を
お
招
き
し
、
ヒ
ン
メ
リ
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
ヒ
ン
メ
リ
は
乾
燥
さ
せ

た
麦
わ
ら
を
糸
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作

る
北
欧
の
伝
統
装
飾
で
、
部
員
は
制
作

が
始
ま
る
前
か
ら
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

研
修
会
が
始
ま
る
と
、
部
員
は
そ
れ

ぞ
れ
集
中
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
繊

細
な
麦
わ
ら
に
針
で
糸
を
通
し
作
っ
て

い
ま
し
た
。
難
し
い
部
分
は
部
員
同
士

で
お
互
い
に
教
え
合
う
姿
も
見
ら
れ
、

時
に
は
笑
い
声
が
響
く
、
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
完
成
し

た
作
品
は
ど
れ
も
個
性
溢
れ
る
素
敵
な

作
品
に
仕
上
が
り
、「
自
宅
に
飾
る
の

が
楽
し
み
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
会
は
久
し
ぶ
り
に

顔
を
合
わ
せ
る
部
員
も
多
く
、
さ
ら
に

小
さ
な
お
子
様
の
参
加
も
あ
り
、
終
始

温
か
く
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ン
メ
リ
作
り
に
挑
戦
！

第
2
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
合
同
研
修
会

素敵な作品を作ることが出来ました！

優秀賞に選ばれました！
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12
月
4
日
か
ら
5
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
全
道
青
年
部
大
会
に
お
い
て
、

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
全
道
大
会
で
当
Ｊ

Ａ
青
年
部
の
高
橋
伸
輔
さ
ん
（
通
称
「
北

の
不
沈
艦
」）
が
見
事
準
優
勝
を
収
め

ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
予
選
か
ら
決
勝
戦
ま
で

圧
倒
的
な
強
さ
を
示
し
、
力
強
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
惜
し
く
も
一
歩
及
ば
ず
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
揺
る
ぎ
な
い

実
力
を
示
す
堂
々
た
る
戦
い
ぶ
り
で
し

た
。

　

大
会
を
通
じ
、
他
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
の

交
流
や
各
活
動
に
対
し
て
意
見
交
換
も

活
発
に
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
る
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

準優勝に輝く！第74回全道ＪＡ青年部大会

　

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
は
、
12
月
９

日
か
ら
10
日
か
け
て
北
見
市
に
あ
る
ホ
ク
レ

ン
肥
料
㈱
と
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
青
果
課
に

訪
問
し
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
肥
料
㈱
で
は
肥
料
の
製
造
方
法

や
梱
包
な
ど
日
常
で
は
知
る
こ
と
が
出
来
な

い
事
を
ご
紹
介
頂
き
、
部
員
達
も
積
極
的
に

質
問
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
青
果
課

に
伺
い
、
玉
葱
の
北
見
地
区
共
計
と
し
て
の

販
売
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
説
明

し
て
頂
き
、
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

部
員
達
は
「
こ
の
２
日
間
で
習
得
し
た
知

識
を
今
後
の
営
農
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

視察研修に行ってきました

　

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
酪
農
専
門
部
は
、
12
月
10
日
～
11
日
に
か
け
て
、

札
幌
市
に
あ
る
ホ
ク
レ
ン
ビ
ル
を
訪
れ
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、「
生
乳
需
給
を
取
り
巻
く
動
向
」
に
つ

い
て
勉
強
会
を
お
こ
な
っ
て
頂
き
、
参
加
し
た
部
員
全
員
の
真
剣

に
学
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
勉
強
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

視
察
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連

合
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
酪
農
専
門
部
視
察
研
修
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12
月
18
日
に
玉
葱
青
年
部
は
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う

大
会
議
室
に
て
勉
強
会
を
開
き
、
講
師
と
し
て

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
吉
田
様
と
当

農
協
職
員
の
佐
藤
課
長
補
佐
を
お
招
き
し
ま
し

た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
吉
田
様
よ
り
今
年
の
気
象
デ

ー
タ
及
び
リ
ン
酸
適
正
施
肥
試
験
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
農
協
職
員
の
佐
藤
課
長
補
佐
か
ら
は
、
玉

葱
販
売
に
関
す
る
説
明
や
精
算
の
基
礎
的
な
知

識
な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
充
実
し
た
勉
強
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
、
畑
作
専
門
部
が
網
走
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
の
吉
田
様
と
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
㈱

の
上
田
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
の
吉
田
様
よ
り
、
土
壌
分
析

の
必
要
性
や
地
域
の
土
壌
分
析
の
傾
向
に
つ
い

て
ご
説
明
頂
き
、
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
㈱
の
上

田
様
か
ら
は
農
薬
の
適
正
な
使
用
方
法
や
薬
害

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

玉
葱
青
年
部
、
畑
作
専
門
部
は
今
回
の
勉
強

会
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
土
壌
分
析
な
ど
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
た
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

玉葱青年部

畑作専門部

　１１月１９日に農協法が公布されたことを記念し、１１月５日から１１月１１日

を一日皆貯金週間として、多くの皆様にご参加いただきましてお礼申し上げます。

　１１月２５日農協理事会において、厳正なる抽選を行い、特賞から銅賞までの合

計３９名の当選者が決まりました。

　当選者の皆様には「当選のご案内」の発送をもって当選発表に代えさせていただ

きます。懸賞金につきましては、一月末日まで

に貯金口座へ入金いたしますのでご確認お願い

いたします。当選された皆様、おめでとうござ

います。

　当ＪＡは、今年も皆様のお役に立てる金融機

関として、サービス向上に努めて参りますので、

皆様のご利用をお待ち申し上げております。

一日皆貯金週間

ご来店ありがとうございました！抽選会開催
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年
金
友
の
会
は
、
11
月
26
日
～
28
日
の

二
泊
三
日
で
「
温
泉
保
養
」
を
留
辺
蘂
町

「
塩
別
つ
る
つ
る
温
泉
」
で
開
催
し
、
会

員
20
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
会
食
で
は
、
乾
杯
の
後
に
温

泉
支
配
人
で
あ
る
野
上
洋
平
さ
ん
の
舞
踊

か
ら
始
ま
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
カ
ラ
オ

ケ
を
行
い
、
日
頃
か
ら
鍛
え
た
自
慢
の
の

ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
午
前
中
に
は
、
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。
実
力
だ
け
で
は

な
く
、
運
も
味
方
に
つ
け
な
け
れ
ば
高

得
点
を
狙
え
な
い
ゲ
ー
ム
で
す
が
、
白

熱
し
つ
つ
も
笑
い
の
絶
え
な
い
ゲ
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
は
、
み
ん
な
ホ

テ
ル
内
の
昼
食
会
場
で
食
べ
て
、
午
後

か
ら
は
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
る
方
、

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
て
楽
し
ま
れ
る

方
等
、
み
な
さ
ん
自
由
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

夜
の
会
食
で
は
、
午
前
中
に
開
催
さ

れ
た
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
乾
杯
の
後
に
温
根
湯

ス
ナ
ッ
ク
店
マ
ス
タ
ー
吉
田
さ
ん
の
歌

謡
や
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
か
ら
始
ま
り
、

予
定
時
間
最
後
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
に
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
二
泊
三
日
と
限
ら
れ
た

時
間
で
し
た
が
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て

い
た
だ
き
、
楽
し
い
温
泉
保
養
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
回
は
、
年
金
友
の
会
総
会
と
な
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

～
え
ん
ゆ
う
農
協
年
金
友
の
会
～

「
温
泉
保
養
」が
行
わ
れ
ま
し
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年１２月３日　　えんゆう農業協同組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事組合長　関口　哲治

　最近、様々な金融犯罪が発生し、その手法や手口も巧妙かつ高度になってきています。新聞等

での報道を見て心配に感じておられる組合員・利用者の方々も多いのではないかと思います。ま

た、国際的に金融機関が取り組まなければならない課題として、マネー・ローンダリングおよび

テロ資金供与対策（以下「マネロン対策」）の重要性が益々高まっています。マネロン・金融犯

罪対策に取り組むことは、信用事業を営む当組合の責務でもあります。

　当組合では、金融機関としての信頼性を確保するため、そして、お客様の大切な財産を金融犯

罪からお守りするために、マネロン・金融犯罪対策の取組みを重要な経営課題と位置づけて、一

層力を入れて取り組むことといたします。

　このたび、本所金融課長及び管理課長をマネロン・金融犯罪対策リーダーに任命し、組合全体

としての取組みの定着化・高度化に向け

て、職員の先頭に立って取組みを進めて

もらう予定です。私を含め常勤理事もマ

ネロン・金融犯罪対策が組合内で徹底さ

れるよう指揮のうえ、組合員・利用者の

方に安心して当組合を利用いただけるよ

う取り組んでまいります。

マネロン・金融犯罪対策への取組強化について

スカットボール大会

大盛り上がりでした！

10



ひざし　2026. 111



ひざし　2026. 1 12



ひざし　2026. 113

令和8年2月14日（土）11:30～ 14:00（受付11:00～）
白滝ふれあいセンター(遠軽町白滝 600）　※出品者のみ入場できます。

  〔応募規定〕　オリジナルのじゃがいも料理。エントリー方法は以下の２つ。
　　　　　　  ①【本エントリー】2/14 のじゃがリンピック会場に料理を持参、参加できる方。
                            ②【書類審査エントリー】 当日来れないが書類でレシピを応募できる方。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事前の書類審査で 2品を選び、当日は主催者が調理して出品。
  〔応募締切〕　令和 8年１月 31 日㈯　※レシピ提出も 1/31 までにお願いします。
  〔応募方法〕　①ＪＡえんゆう白滝支所へ電話か FAX （レシピはお送りする応募用紙で FAX･郵送）
　　　　　　　　（ＪＡえんゆう白滝支所　電話 0158-48-2311　FAX 0158-48-2314）
　　　　　　  ②じゃがリンズホームページ（じゃがリンズで検索）申込フォームより
                            
審査基準　おいしい・簡単・作ってみたい

入賞　金 (1 名 ) ・ 銀 (1 名 ) ・ 銅 (2 名 ) メダル授与
　　　白滝じゃが 3㎏、レシピ本 2冊（第 1巻＆第 2巻）レシピカード化、お米券
             過去の入賞レシピを知りたい方はＪＡえんゆう白滝支所へお問い合わせください。

主催  白滝じゃが生産部会じゃがリンズ
後援  遠軽町  網走農業改良普及センター遠軽支所  ＪＡえんゆう白滝支所  白滝じゃが生産部会

令和 7年入賞作品®

ホームページ

21     



ひざし　2026. 1 14

月号

№299

賀
正

昨
年
中
は
ご
愛
顧
を
賜
り

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
旧
に
倍
し
て
の
御
愛
顧
の
程

　
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
員
一
同
、
皆
様
の
御
用
命
を

　
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　
令
和
八
年

　
元
旦

㈱
ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う

燃
　
　
　
料

　
事
業
部

農
機
・
整
備

　
事
業
部

令和８年度　営農計画作成支援日程

本所（会場：本所 大会議室）・遠軽地区（会場：遠軽支所 大会議室）

日程 曜日 午前９時～午後12時 午後１時～午後４時

１月19日 月 開盛・札富美・旭

１月20日 火 －

１月21日 水 富美・上富美

１月22日 木 北兵村二区・北兵村三区 北兵村一区

１月23日 金 屯市 南兵村二区

１月26日 月 南兵村一区 南兵村三区

１月27日 火 －

１月28日 水 遠軽地区

１月29日 木 瀬戸瀬・丸瀬布地区

※協議日程の都合が悪い方は、別会場・別時間でも参加可能です。
　ただし、別会場希望の方は、事前に担当者までご連絡お願い致します。
　尚、日程が変更になる場合（悪天候等）は都度連絡申し上げます。

●白滝・生田原地区につきましては、１月７日以降、個別にご連絡させていただきます。
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